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　京都天文學會の名を以って，侮週火曜日の午後，天文學教室及花山天文

憂で隔週交替に談話會を開く事になって，その第一回が五月六目，教室に

催されナこ．爾來第一學期の聞に，八回の會があって七月一口をもつて暑中

休暇に入った，以下其の各野合の要旨を掲げる（山村渡邊記）

◇99一一回◇　　五型六日午後三時ヨリ，天丈學教室＝於テ・

　先づ壁頭山本漱授の，雑誌會に就ての一般的御注意があっナこ．

　　＝1三意は，凹しの焼網は書物による半者欄々の活躍によって進んだのに

　　封し，現代の雛問は學四二の脳漿的活躍と之れを記録化しずこ諸雑誌の

　　サ1キユレ1シヨンによって進歩すること，從って，鳴究者の會合討

　　論は文化獲展の尖端を象徴するものであることを語られ，學會の形式

　　には与野なる秩序と統制と所豊儀の必要なること等を，厭米先進國の事

　　例等によって語られた．

　　　ついで竹田助教授も，雑誌會を完全にするためには，懸衆が講演

　　題目について，相當の理解が必要である事，依って講演者の述べる大要

　　を豫め聴者が知るやうな組織に難解會をしやうと云ふ提案を出されナこ．

　　いよいよ講演に移る．

　H．Shapley：The　Super－galaxy　Hypotllesis（紹介者　山本数授）

　　内容は凱に御承知の通りである（天界第十雀第三號参照）

　　シヤプレ1一一一一流の大膿は臆説で，しかもこの種の説につきもの》ある

　　不確らしさが却って興味を惹いて，名周迷問が籏出して山本先生も慮

　　酬に忙しい．第ト回はかくて盛會に終る．

◇第二回◇　　　　五月＋三日午後三時ヨリ，花山天耳垂日置テ

座長山本激授の挨拶によって初まる・

　H．Gehiie：Weisze　Z、～elge　und　neue　Sterne（紹介者　山村）
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　白色倭星が弱い光度にも拘らす，莫大なエネルギーを有すると云ふ最

　近の新しい統計力唱の結果によって，之を新星の面出と考へ，急激な

　る光度の上昇に必要な膨大なるエネルギーを説明してみる．然し新星

　が極大光度に達してからの下降のメカニズムに就て，何らのべてない，

　この鮎を設明する著者第三，第四の論文の出る事を望んでみる，

G．v．　Gleich　；Zur　Frage　des　Leverriersche　E仔ekt（糸召介者　百濟助数授）

　アィンスタ1ンの相饗性原理の實験的根稼の一となってみる水星の近

　日面運動の説明が，果して満足すべきものか否かについては，天文學

　者殊にニウトン二三を奉ずる人々の間に，異論がある．この問題を近來

　衆人の注目をひいてみる地球自縛の不規則によって説明しえないか？

　著者の問題は藪にある．

　　後でストラケが小遊星1930B．H．がbロィ群なる事をのべてみる

　と云ふ紹介があっナこ．もし之が事實ならばFロィ群は七勇士を数へる

　事になる・

高城武夫氏：Synchronome時計の構造に就て・

　花山天文肇の有力な武器として，新に購入されナこSynchrOnome時計が

　完全に活動を初めた．整備に與ってカあった高城氏から圃によって詳

　しく器械各部の接績をきく．それから，百聞は一見に如かすとあって

　打揃ってSynchronome會杜御自慢の自由振子やスレーヴを見學する・

◇第三回◇　　　　五刀廿日午後三時ヨリ，天文學敬室昌於テ．

　座長山本教授司會．

上田助教授：新遊星護見と藪々の物語（竹田助一品代讃）

　　在米中の上田先生の御通信である．（天界第十宮詣三面参照）本揚の話

　　を直接に聞く事とて，いとも興味深い．磯見者トンボーの母が，自分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こホイ
　　の息子を止めるあナこりにアメリカらしい香がする．

　E．W．　Biて）wll：The〔levelopprent　of　the　disturbing　function　in　multiples

　　of　the　excentl’ic　≡inomalies　and　in　powers　oF　亡he　eccentricities　and

　　inClinatiOnS　tO・■1’ly　Order．（紹介者山村）
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ニゥカムが先に撮動画敷をeccentric　anomaliesの週期的級数に展開し

ナこが，この展開式では二遊星の卒均距離の比αの函数に施すべき

operator／7の解懸道表示が簡軍に與へられない．　Brownはこのoperator

∬に相訂して，二；次定理に表はれる係数の積で與へられるoperatOrを

とって，依って概動函激の形式的解折的表式を與へた．

　自今雑誌會を午後四時より開く事を決議す．

◇第四回◇　　　　五月骨七日午後四時ヨリ，花山天丈ii謹に於て

E．A．　Milne：The　structure　and　opacity　of　a　stellar　atmosphere

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（紹介者竹田助激授）

　　二回に亘っての講演で，その第一回を聴く．M氏が数年來の研究をま

　　とめナこ好論文である．梗概をしるして見やう，（責任在筆者）．星の大氣

　　主としてpho亡osphereに於ける駆力，温度，　opacity等を決定する事が

　　問題である．吾々が直接に見得るのはスペクトル線であって，之によ

　　つて星の表面重九及表面より放射する正味のエナジーを知りうる．之

　　を基にしてphotosphereの物理的釈態を知るのである．然し之を知る

　　に最も重要な事は此のopacityを決定する常激αを定める事で，此の

　　決定が論文中でも紙面の大部分を占めてみる．先づシユヅルワシルド

　　及シユスターの問題を結合して反回暦に關回したoptical　depthを定

　　め，サバの解離理論並にミルン自身のmaximum　methodによって問題

　　のを定めた．

　　　　1・・（1＋・2：mte．i）一一著1・r　。・／（、。，L一翌　（1）

　　　　　U－lo9（1＋b）　　　X1＋呈kT　e－1（，9（1＋e）rm－X1十垂kT

　　　　　θ＝＝P。／K1

　　　　　　　　　　ぱ
　　　　　τ「π将・・一一・・一…一一・一一（2）

　　　　　k＝　　αP｛レ

　　　　　　　　　’1　’J／2

　之等がαを決定するに用ひられた式である．上の式を計算に移すに際し

て性質のよく知られた太田とCapella就てttPiへて，結局
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　　　　　　　　　　　　（Z　＝＝＝　O．85　×　10is’

をとつナこ．aが決定出來ればphotosphereの物理的厭態が決定出來る．式を

導いて行くについての色々の前提をのべなければ，興味の大牛はそがれる

が，今叢でその煩を避けナこい．唯理論を太陽に慮狂して得ナこ藪字を示そう．

　太腸のphotosphereの物理的歌態・

群，藁黒・瞬鰭．・1聯度血懸綾細密
。。
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ミルン自身が認めてみるやうに理論並に計算に封して幾多改良の飴地が残

されてみる，

山本激授：Lowel「s　o切ectに顧て・

　　　イタリーのパドヴァ天文毫のシルヴア外一一・Lkが，古い丁丁観測から

　今度磯見されたLowel「s　objectと畳しきものを捜し出し之と近頃の観

　測によって新に決定的軌道を求めナこ．今後の観測によって決定的の結

　果が得られる事であらう・

村上忠敬氏：五月廿五日の火星の掩蔽．

　村上氏外二氏の観測結果は（プレテン173號参照）

　　　　　　　　　　　第一接腸　　　　第二三二

鰹1響lll秒繋秒｝（中央標準時）

　　引添いて，花山天文塁で撮影されテこLowelrs　objectやシブスマン・一

　　ブクマン彗星（1930d）の幻燈があって，中村氏の説明に，教室から

　赴いナこ連中は大満足の態であっナこ・

　　此の日は山本i数授の誕生Hなので，山木夫人から席上～同に御馳走

　の御振舞があっナ；，


